
〇計画策定の背景と趣旨 〇既存福祉計画（高齢者，障がい者，子育て支援に関する個別計画）との関係

少子高齢化や核家族の進行
地域で相互に支え合う意識の希薄化
生活の質や豊かさを重視する志向の高まり　など 公的な福祉サービスだけでは十分に対応することができない課題に

協働して取り組み，共に支え合う地域社会をつくるための地域福祉
公的な制度の対象としてふさわしくないニーズ への参加の促進，意識の醸成などに関する方策をまとめたもの
制度の谷間にある人への支援
個々の制度だけでは不十分となるケース　など

「共に支え合う社会」の構築　　をめざす

〇地域福祉とは何か

〇計画の位置づけ

「函館市地域福祉計画」（平成１６～２０年度）

地域における支え合いの仕組みづくりをめざし，地域福祉の理念の普及

「第２次函館市地域福祉計画」（平成２１～２５年度）

地域福祉について，より具体的に取り組む

「第３次函館市地域福祉計画」（平成２６～３０年度）

地域福祉の更なる展開を図る

第３次函館市地域福祉計画の概要

サービスごとに区分した福祉施策を具現化する計画
分野ごとの

個別福祉計画

地域福祉計画

地域社会を取り巻く環

境が大きく変化

公的な福祉サービスだ

けでは十分に対応する

ことができない課題

公的な福祉サービスと

市民の自主的な活動の

連携によるサービス提

供が必要

地域福祉とは

地域住民や社会福祉法人，ボランティアなどが相

互に協力して，福祉サービスを必要とする人もし

ない人も，同じ地域社会の一員として日常生活を

営み，自分の意志でさまざまな社会活動に参加で

きるような社会を創り上げていくこと

地域福祉の

推進には

すべての市民が福祉に対する理解を深め，行政だ

けでなく，地域住民や地域で活動する団体，事業

者がさまざまな情報を共有し，相互に連携・協力

しながら取り組んでいくことが大切
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